
Ⅲ．今後の課題

「TOEIC英語eラーニング」の前期履修者は2015年度に引き続き150名を超え，1年生の講義科目として定

着しつつあると考えられるが，2017年度も受講を推奨する必要がある．2016年度の後期は，50名超の履修およ

び 40 名以上の単位取得があり，前期の最終回に振り返りと後期へ向けての動機づけを行う事が重要であること

がわかった．前期に関しては，多目的ホールでの講義の実施，テレビ会議システム(v-Cube)を用いた複数教室で

の自習など大体の形は出来上がり，理学部1年生に対して英語を継続して学ばせる姿勢を身に付けさせられるよ

うになってきたと考えられる．今後は，後期の受講生を増加させることが一つの課題である．また，IPスコアに

見られるように，理学部生の英語力は上位から下位までの差が大きい．それぞれの英語力，学習状況に合わせた

講義を行っていくことも課題になると考えられる．

表４　１年生前後期両方受験者及び履修者のスコアの伸び

TOEIC IPスコア 平均 2016後期 2016前期 2015後期 2015前期 2014後期 2014前期

１年生前後期両方受験者全体 421.1 411.0 460.1 458.2 389.7 393.5

平均値の伸び（前期-後期） 10.1 1.9 -3.8

１年生両方受験かつ後期履修者 433.7 416.9 460.3 426.8 417.1 345.9

平均値の伸び（前期-後期） 16.8 33.5 71.2
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■教員・研究分野

教 授 阿部 幸隆 Yukitaka Abe 多変数関数論

教 授 菊池 万里 Masato Kikuchi  実解析学，確率論 

教 授 古田 高士  Takashi Koda 微分幾何学 

教 授 永井 節夫 Setsuo Nagai 微分幾何学

教 授 藤田 景子 Keiko Fujita 関数論，解析汎関数論，応用数学

准教授 川部 達哉 Tatsuya Kawabe  幾何学，変換群論 

准教授 木村  巌 Iwao Kimura 数論 

客員教授 菅谷  孝 Takasi Sugatani  可換環論 

客員教授 濱名 正道 Masamichi Hamana 作用素環論

■研究概要

開代数幾何学，可換代数学

多項式環とそれに関連した体上有限生成環または開代数多様体を主に研究している．特に係数体Ｋの拡大により1
変数多項式環になるアファインK代数(アファイン直線のK－形式といわれる)の代数構造，幾何構造について詳細に

調べている．

多変数関数論

(１) 閉リーマン面の退化とそれに対応するヤコビ多様体の極限について解析的見地から研究している．関連して，ア

ーベル多様体のモデュライ空間のコンパクト化，代数曲線の一般ヤコビ多様体についても新しい観点から研究

している．

(２) トロイダル群が一般化されたリーマンの条件をみたすときに準アーベル多様体という．準アーベル多様体の解析

的及び代数的性質を研究している．これは(１)の研究にも関連している． 
(３) 普遍性をもつ正則関数を研究している．とくに多変数の場合は今までほとんど研究がなされていなかったもので

ある．

実解析学，確率論

Banach 関数空間，殊に Lebesgue 空間，Orlicz 空間，Lorentz 空間などに代表される，再配分不変性を持つ空

間におけるマルチンゲールの理論の研究を行っている．また，それらの実解析学への応用を研究している． 研究の

結果，例えば，マルチンゲールの諸性質(不等式や収束)が成り立つ Banach 関数空間の特徴付けが得られている． 
微分幾何学

微分幾何学の中でも複素空間型すなわち複素射影空間，複素双曲空間内の実部分多様体をテンソル解析学の手法を

用いて研究している．特に実超曲面上の等質構造テンソルの具体的な構成，自然還元等質実超曲面の分類，等質実超

曲面のリッチテンソルによる特徴付けについて研究している．将来的には狭く専門分野を限定せずに，微分同型群，

等長変換群をキーワードとして研究を展開していきたい．

関数論，解析汎関数論，応用数学

複素ユークリッド空間のコンパクト集合上の解析汎関数(超関数)やそのフーリエ像などの研究，正則関数や調和関

数の積分公式など再生核を中心とした複素解析学の研究，および，その応用として，信号源分離など時間周波数解析

の研究．

幾何学，変換群論

多様体への不連続群の作用やリー群の離散部分群による等質空間への作用，その軌道空間の空間形に関する諸問題

を扱う．

主に次の２つの問題に関わる対象を調べている．

(１) Affine結晶群の可解性について 
(２) 多重構造をもつ有限生成群から多様体を実現する障害とその分類

どちらも多様体の基本群の因子列に関係するが，その代数的特徴づけについてはいくつか結果が得られている．

数論

主な研究テーマは，算術的な条件を満たす代数体の分布である．より正確には，素数 ℓと代数体kをそれぞれ一つ

固定し，kの二次拡大体の中で，類数が ℓで割り切れない，という性質を満たすものの「密度」を評価することであ

る．CohenとLenstraにより，1984年頃定式化された，いわゆるCohen-Lenstra heuristicsや，その精密化・一般

化(類数の部分を，ゼータ関数の負の整数点での特殊値へ一般化する)を研究している．このような結果は，代数体の

Zℓ拡大の岩澤理論や，楕円曲線の岩澤理論などに応用を持つ． 
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微分幾何学

向きづけられた偶数次元リーマン多様体Mの各点における接空間の複素構造をすべて集めてできるツイスター空

間とMの幾何学の関係を研究している．とくに，4次元概エルミート多様体の自己双対・反自己双対性と分類問題，

リーマン対称空間上のツイスター空間としてのリーマン3-対称空間の幾何学的性質を研究している． 
可換環論

環の拡大をテーマとして，次の事項について研究している．

(１) seminormal extensions, t-closed extensions, u-closed extensions; 
(２) simple extensions, accurate elements, super-primitive elements; 
(３) Richman extensions, flat extensions; 
(４) pseudo-valuation domains, almost pseudo-valuation domains; 
(５) semistar operations, localizing ideal systems． 

作用素環論

作用素環論の研究対象は，Hilbert 空間上の作用素の作る *-代数(C*-代数，W*-代数，等) 或いはもっと一般的な

作用素の作る線形空間 (作用素空間，作用素系，等) である．筆者の導入した，作用素空間の triple envelope，injective 
envelope の概念を通して，一般の作用素空間の研究を C*-代数の研究にある程度帰着させることを目指している． 
■論文
1. Cohomology groups of sections of homogeneous line bundles over a toroidal group., 

Abe, Y., 
Kyushu Journal of Mathematics, 70 (1), 149-166(2016). 

 

2. On Doob’s inequality and Burkholder’s inequality in weak spaces., 
Kikuchi, M., 
Collectanea Mathematica, 67 (3), 461-483(2016). 

 

3. A characterization of ruled hypersurfaces and homogeneous real hypersurfaces of type (A_0), (A_1), and (B)
in non-flat complex space forms., 
Nagai, S., 
Toyama Mathematical Journal, 38, 115-133(2016). 

■総説・解説

1. Maass waveform の計算,
木村 巌,
数理解析研究所講究録｢計算代数システムによる新しい数学の開拓と進展｣, 31-40(2016). 

■研究発表

1. Affine 不連続群の概可解性について,
川部達哉,
富山大学理学部数学教室研究発表会

2. レベルの低いFricke 群上のモジュラー形式について,
木村 巌,
香川セミナー

3. いくつかのモジュラー形式の零点について,
木村 巌,
Meeting for Study of Number theory, Hopf algebras and related topics 

4. von Neumann 代数におけるシフト作用素の不変部分空間について,
濱名正道,
富山解析セミナー2016
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数学科 情報数理グループ

■教員・研究分野

教 授 池田 榮雄 Hideo Ikeda 応用数学，非線形解析，現象解析

教 授 藤田 安啓 Yasuhiro Fujita 粘性解理論 

教 授 山根 宏之 Hiroyuki Yamane 表現論

准教授 上田 肇一 Keiichi Ueda 応用数学 

准教授 出口 英生 Hideo Deguchi 偏微分方程式論 

助 教 幸山 直人 Naoto Kouyama 整数論 

客員教授 小林久壽雄 Kusuo Kobayashi 確率論，関数方程式論 

客員教授 吉田 範夫 Norio Yoshida 微分方程式論 

■研究概要

応用数学，非線形解析，現象解析

反応拡散系には様々な時空間パターンが出現する．それらのパターンダイナミクスを反応拡散系とその特異極限と

しての自由境界問題の解挙動として捕らえ，それらの正当性と解析的手法の確立を研究目標としている．一様な媒体

上ではフロント型の進行波解が分岐する物理パラメータの近傍において，フロント型とバック型の進行波解の強い相

互作用，及び，その状態で拡散係数に非一様性を導入したとき，その非一様性の強さに応じて生じる様々なダイナミ

クスを中心多様体上の微分方程式に縮約することによって解析している．

粘性解理論

(１) Hamilton-Jacobi 方程式に対する Aubry-Mather 理論の解析 
(２) 対数型 Sobolev 不等式と超縮小性の解析

(３) 非線形問題に対する粘性解理論の研究

表現論

Lie 超代数，量子群，Nichols代数の表現論および代数的構造の研究 
応用数学

化学反応や生命現象に見られる非線形ダイナミクスに対する研究を行っている．

(１) 反応拡散系でみられる進行波の分裂および対消滅現象に対する数学解析

(２) 非一様な空間におけるパルス解の安定性解析

(３) 単細胞生物の移動運動の数理モデリングと数理解析

(４) 分岐解析ソフトウェアの開発

偏微分方程式論

コロンボの一般関数の理論を用いて，偏微分方程式を研究している．現在は特に，双曲型方程式の一般関数解の正

則性，特異性の伝播を研究している．また，ゲーム理論において現れる放物型方程式系の解の存在，一意性，漸近挙

動の研究も行っている．

整数論

有限次代数体の整数環A上の特殊線形群SLm(A)に関する合同部分群問題．特に，m=2かつA=Zの整数環につい

て，一部ではあるが，具体的に指数有限の部分群を構成し，合同部分群であるか非合同部分群であるかを決定した． 
確率論，関数方程式論

確率過程論及び関連する非線形方程式の解析：確率過程特に分枝マルコフ過程の極限定理の研究及び関連する非線

形微分方程式の解の漸近挙動の解析

微分方程式論

常微分方程式，偏微分方程式，関数微分方程式，関数変数偏微分方程式の解の定性的理論，特に振動理論とよばれ

る零点に関する理論を研究している．特に，楕円型方程式の場合は，Picone(不)等式を確立することにより，Sturm 
型比較定理，Riccati 不等式，Wirtinger 不等式，振動定理が得られる．更に，p(x)-Laplacianを持つ変動指数型の

準線形楕円型方程式に対する振動理論の構築を目指している．

■論文

1. Shadow system approach to a plankton model generating harmful algal bloom., 
Ikeda, H., Mimura, M., and Scotti, T., 
Discrete and Continuous Dynamical Systems, 37 (2), 829-858 (2017). 

■研究発表

1. Stability of standing Planar spot solutions in three-component FitzHugh-Nagumo systems, 
池田榮雄,
11th AIMS International Conference on Dynamical Syatems, Differential Equations and Applicatiions,
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Orlando Florida, USA 
 

2. Shadow system approach to a plankton model generating Harmuful Algal Bloom, 
池田榮雄,
11th AIMS International Conference on Dynamical Syatems, Differential Equations and Applicatiions,
Orlando Florida, USA 

 

3. Complex Dynamics of Bifurcating Front Solutions in a Three-Component Reaction-Diffusion System, 
池田榮雄,
Joint Australia-Japan workshop on dynamical systems with applications in life sciences, Brisbane,
Australia

4. 3種競争拡散系における自明進行波解からの3 種共存進行波解のドリフト分岐,
池田榮雄,
Workshop on reaction diffusion equations and numerical analysis 

5. ３種競争拡散系における２種共存進行波解からの３種共存進行波解のドリフト分岐,
池田榮雄,
富山解析セミナー2016

 

6. Complex Dynamics of Bifurcating Front Solutions in a Three-Component Reaction-Diffusion System, 
池田榮雄,
拡散成分と非拡散成分が共存する反応拡散系がつくるパターン

 

7. On Hamilton-Jacobi equation with initial data of the Takagi function, 
藤田安啓,
北大 PDE セミナー 

8. 一様放物型方程式の解の gradient の下からの評価について,
藤田安啓,
日本数学会2016年度秋季総合分科会, 函数方程式分科会 

9. 一般化された高木函数が最大値を取る集合について,
藤田安啓,
第45回 金沢解析セミナー (Kanazawa Analysis Seminar) 

10. Hamilton-Jacobi 方程式と高木函数の間の対応構造について,
藤田安啓,
日本数学会2017年度年会, 函数方程式分科会 

 

11. Generalized root systems and Representation theorem of Generalized quantum groups, 
山根宏之,
Infinite Dimensional Lie Superalgebras and Their Representations, IPM-Isfahan Branch 

 

12. Generalized root systems and representation theory, 
山根宏之,
中国 華東師範大学ECNU 2016 Graduate Summer School 

 

13. Representation theory of Nichols-diagonal-type generalized quantum groups, 
山根宏之,
International Workshop on Hopf Algebras and Tensor Categories, Chern Institute of Mathematics Tianjin,
China

 

14. Nichols Topology, 
山根宏之,
H-ACT 2016 Hopf Algebras Conference in Tsukuba, Tsukuba International Congress Center, 303 

 

15. Representations of generalized quantum groups, 
山根宏之,
1124th AMS Meeting, North Carolina State University, Raleigh, NC, USA, 

16. コクセター亜群とグラフ,
山根宏之,
富山大学理学部数学教室研究発表会

17. 一般化された量子群と非可換代数のマティマティカによる計算法,
山根宏之,
Meeting for Study of Number theory, Hopf algebras and related topics 

 

18. Generalized quantum groups and their Representation theory, 
山根宏之,

富山大学理学部 Annual Report 2016

研究業績と活動　数学科



数学科

富山大学理学部 Annual Report 2016 

Workshop VOA and related topics 
 

19. Multistate network model for the path-finding problem, 
上田肇一,
Patterns and waves 2016 

 

20. Differentiation of behavioral type induced by environmental variations in an amoeba, 
上田肇一,
2016 年度日本数理生物学会 

21. 自発的なパラメータ変化による同期現象維持,
上田肇一,
2016 年度応用数学合同研究集会 
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